
第２回枝幸町地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

【開催日時】 令和７年１１月２８日（金） 13：30～14：50 

【開催場所】 枝幸町役場３階 第１・２会議室 

【出 席 者】 別紙のとおり 

 

  

１ 開会 

～中川課長の司会により進行～ 

 

２ 委員の紹介 

～中川課長より紹介～ 

 

３ あいさつ 

～会長不在の旨、割愛～ 

 

４ 議事 

（１）報告事項 

・報告第１号 町民アンケート調査結果について 

・報告第２号 公共交通利用実態調査結果について 

～日本データーサービスより報告～ 

 

■質疑応答 

【田邊谷委員】 

・アンケート調査７ページの問７の移動とは、どのようなことを指しているのか 

 

【日本データーサービス】 

➤日常の移動で、一人で行けるのか、などを確認した設問。 

 

【田邊谷委員】 

・詳細の移動に困っていることを把握しないといけないのではないか 

 

【日本データーサービス】 

➤まずはアンケート調査で大枠の移動に困っていることを把握している。 
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【田邊谷委員】 

・歩けない人もいることを理解していただきたい。 

 

【事務局】 

➤そのようなご意見をいただくのが、協議会の場と理解をしている。 

 

～調査結果について、承認～ 

 

・報告第３号 地域公共交通計画の方向性について 

～日本データーサービスより報告～ 

 

■質疑応答 

【成澤委員】 

・高齢者の方等の歩きづらい方への福祉バスのようなことを考えても良いのでは 

ないか 

 

【事務局】 

➤先ほど、田邊谷委員からも同様のご意見をいただいており、当町の公共交通 

は、行きたいところにいつでも行けるような仕組みを構築していきたい。 

➤このためには、福祉分野との連携も必要となるため、今後検討を進めて行きた 

い。 

 

【田邊谷委員】 

・歌登地区では、一人で移動できない人（家族の見守り）が多くいる。 

・中には、ハイヤーに依存する人もいる。 

・歌登地区では、ハイヤー事業を継続することも難しい。 

・ハイヤー事業は経営が成り立っていない。 

 

【成澤委員】 

・何かイベント等があっても、来れない高齢者の方がいる。 

・運動をするために、会場に来れない人も増えてきているため、その移動の足を 

確保していただきたい。 

 

【事務局】 

➤いただいたご意見を踏まえて考えていきたい。 

➤公共交通は、使いたいタイミングで使えるようにしていきたい。 
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➤一方で、そのような中でも漏れる人は当然いるため、地域公共交通計画の枠組 

みの外で考えたい。 

 

【田邊谷委員】 

・先ほどの意見は、数年先の話であり、緊急性を要すること。 

 

【清水副会長】 

・このような話は、この場で結論が出る話ではないため、継続的な検討案件と 

すべきではないか。 

 

【田邊谷委員】 

・歌登ハイヤーが廃業しても、行政が担保してくれることが重要 

 
【事務局】 
➤現在、運行している交通を維持していく、あるいはなくなってしまった際の 

手段をどのようにしていくのかを、継続的に協議をさせていただきたい。 

 

～方向性について、承認～ 

 

・報告第４号 地域公共交通計画策定スケジュールについて 

・報告第５号 都市間バスえさし号及びコミュニティバスの年末年始の運行につ  

いて 

～事務局より説明～ 

 

■質疑応答 

〇質疑無し 

 

５ その他 

【田邊谷委員】 

・歌登地区でも、自由乗降を設定することはできないのか。 

 
【事務局】 

➤歌登市街地、町の市街地では設定することはできない。 

 

６ 閉会 
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